
 平成２３年１０月１９日 

 

岩沼市議会議長 沼 田 健 一 殿 

                    （東部班派遣議員） 

                      沼田 健一、国井 宗和、渡辺 邦信 

                      須藤  功、長田 忠広、高橋 孝内 

 

議会報告会開催報告書 

議会報告会を開催いたしましたので、その結果を下記のとおり報告します。 

記 

１ 日  時  平成２３年１０月８日（土）午後１時から午後３時 

２ 派遣場所  玉浦公民館 参加人数９人（男８人、女１人） 

３ 活動内容 

⑴ 司会 長田 忠広 

⑵ 挨拶 沼田 健一 

⑶ 記録 渡辺 邦信 

⑷ 報告 

① 総務常任委員会   須 藤   功 

② 教育民生常任委員会 国 井 宗 和 

③ 建設産経常任委員会 高 橋 孝 内 

＜主な質疑等＞ 
 

１ 

 

 

性別 年代 主な質疑等の内容 

男 70 代  林住宅の今後はどうなるのか。 

回答議員 主な回答等の内容 

高橋 孝内 

 

長田 忠広 

 災害公営住宅建設と並行して考えているが、まだ何も決まってい

ない。市は県と相談中である。 

 今年中に大体の方向付けをしたいとのこと。 

 

２ 

性別 年代 主な質疑等の内容 

男 70 代 ⑴ ９月２５日に初めて集団移転について市と懇談会があった。二

野倉は、矢野目工業団地周辺が提示されたが、病院やスーパーが

なく不便である。須藤議員は一般質問で集団移転質問をしたが説

明してほしい。 

⑵ 二野倉の土地はどうなるか。 

回答議員 主な回答等の内容 

須藤  功 

 

 

沼田 健一 

 

 

⑴ 一般質問の中身は、貞山堀より東側を危険地帯にしてはどうか

である。９月２５日に話されたことであり、場所がここという話

は分からない。 

⑴ ６地区が被災、流出戸数は６００軒。内、集団移転希望者は３

５０から４００軒である。土地の大きさは、上限１００坪。国の

補助は、一件当たり上限１，６５５万円×移動件数が事業費とな



 

沼田 健一 

 

須藤  功 

る。今年中に方向性を決める予定になっている。 

⑵ 岩沼市は国に対し、国定公園などの目的で土地を買い上げてほ

しいと要望しているが、未定である。 

⑵ 仙台市は危険地域に指定している。そこでは、農業等はできる

が、家は建てられない。 

 

３ 

性別 年代 主な質疑等の内容 

男 60 代  蒲崎は、９０％が集団移転に賛成。１０％の１６軒が残りたいと

言っている。集団移転は１００％の同意がないと厳しい。各地区は、

どのようにまとめたのか。 

回答議員 主な回答等の内容 

沼田 健一  相野釜、長谷釜は、集団移転の要望書を出した。 

 二野倉、藤曽根は、要望書を出す予定。蒲崎は、家に残り環境整

備をと集団移転の両方を併記すると伺っている。 

 

４ 

性別 年代 主な質疑等の内容 

男 60 代  山元町と蒲崎は、緊急危険地域に指定されている。ヘッドランド

の早期建設を要望していたが、なかなか進まなかった。また、津波

の防災マップを作ってほしいと要望していた。名取市は早く作っ

た。なぜ岩沼市は作らないのか。 

回答議員 主な回答等の内容 

沼田 健一  国は、海岸浸食対策として、８００億円、５０年の計画であった。

岩沼市は無堤防地帯対策が終わった。防災マップは、津波が６ｍ来

るという想定で作ってあるはずだ。 

（注:後日調べた結果、６ｍもなく３．６ｍであった。） 

 

５ 

性別 年代 主な質疑等の内容 

男 70 代  集団移転の危険区域の線引きが遅い。今、名取市に避難している

が、家を直し住むことに決めた。希望の丘では津波が防げない。阿

武隈堤防に避難通路を造ってはどうか。 

回答議員 主な回答等の内容 

須藤  功 

 

 

沼田 健一 

 線引きについて、貞山堀がいいのではと質問したが、市の明快な

答えがなかった。二重、三重の防御でも完璧なのはない。逃げるこ

とも考えなければならない。 

 千年希望の丘は、津波をびしっと止めるのではない。津波を防ぐ

ものである。阿武隈堤防で助かった人が多い。市は、堤防への避難

道路も検討している。 

 

６ 

性別 年代 主な質疑等の内容 

男 60 代  被災者だけが負担するという考えは間違っている。西部地区も含

め、市全体で支え合ってほしい。線引きは早くやってほしい。毎日

どうしたらよいか、将来像が見えない。蒲崎は、残る人と集団移転

の人と両方いいようにしてほしい。 

 



回答議員 主な回答等の内容 

長田 忠広  要望として伺っておく。 

 

７ 

性別 年代 主な質疑等の内容 

男 60 代  防災マップを見ているが、津波浸水のマップではない。６ｍ津波

が来ると想定していたと初めて聞いた。そのような浸水対策の資料

があるなら欲しい。 

回答議員 主な回答等の内容 

沼田 健一  後で、資料を差し上げます。（後日、差し上げた。） 

 

８ 

性別 年代 主な質疑等の内容 

男 70 代 ⑴ 玉浦公民館敷地内の火の見やぐらにサイレンは付いているの

か。停電になっても無線で指令してサイレンが鳴るようにしてほ

しい。 

⑵ 自主防災組織活動が不十分であった。地震・津波災害の行動計

画が無いためではないか。 

回答議員 主な回答等の内容 

須藤  功 

 

須藤  功 

⑴ 防災サイレンを鳴らしても、半径２００ｍしか届かない。市は、

将来増やしていくとのことである。 

⑵ 市と自主防災組織との関係はおかしいのではないかと言った。

自主防災組織は、そこの中だけでの自助だから、市がするもので

はないとの答弁であった。 

 

９ 

性別 年代 主な質疑等の内容 

女 50 代 ⑴ チリ地震の時の津波対策は風化している。今回の津波では避難

しない人が巻き添えになった。納屋地区では全然、人が集まって

いなかった。 

⑵ 連絡先がバラバラになった納屋地区はまとめる人がいなく、情

報が伝わらない。各世帯末端まで、情報を流してほしい。他市町

に行った被災者にも、細かい情報は渡せないのか。 

回答議員 主な回答等の内容 

沼田 健一 

 

沼田 健一 

⑴ 岩沼市は避難したパーセントは２２％であり、他の市町に比べ

高い方であった。 

⑵ 一人ひとりの条件がみな違うので、細かい情報までとなると、

個別対応になると思う。 

 

10 

性別 年代 主な質疑等の内容 

男 60 代 ⑴ 支援物資の配布情報は、仮設住宅被災者優先になっている。被

災者は仮設住宅にいる人だけではない。情報をもらえれば取りに

行けるのに。 

⑵ ホットスポットでの測定は、どうなっているか。がれき処理し

ている所では、放射線量の数値がはっきりしていないので不安で

ある。 



回答議員 主な回答等の内容 

須藤  功 

 

国井 宗和 

⑴ 支援物資は、民間ボランティアでも配布していた。その団体で

は、冬物が余ったのでカビが発生し、焼却処分した。 

⑵ 市で測定している所の結果は、ほとんどが０．０７～０．０８

であり、高い数値は出ていない。高い数値が出れば、市はホット

スポットでの測定対応をするとのことである。現在、市は地域、

各種団体に測定機械の貸し出しをしている。 

 

11 

性別 年代 主な質疑等の内容 

男 70 代  長田議員の一般質問で高齢者支援とあるが、内容を教てほしい。

回答議員 主な回答等の内容 

長田 忠広  小地域福祉モデル事業を提案した。安心なまちづくりのために、

町内の班、組に福祉リーダーを置くなどさまざまな福祉活動を行

ってはという内容である。 

 

12 

性別 年代 主な質疑等の内容 

男 60 代  岩沼市の義援金。現在、岩沼市在住でないと支給されない。なぜ

か。 

回答議員 主な回答等の内容 

沼田 健一  岩沼市に１億１千万円の義援金が配分された。その義援金を、被

災者全員に配布すると約１万円にしかならない。市に入った義援

金は、その自治体で独自に配分方法を決めている。 

 

13 

性別 年代 主な質疑等の内容 

男 60 代 ⑴ 今日の新聞で、震災後のストレスで亡くなる人がいるとある。

宮城県と仙台市は７月から関連死の審査会を設けているが、岩沼

市はどうするのか。 

⑵ 岩沼市が審査会を設けていることは、なぜ今朝の新聞に載らな

かったのか。 

回答議員 主な回答等の内容 

高橋 孝内 

渡辺 邦信 

⑴ 岩沼市も審査会を設けている。 

⑵ 新聞は今の段階での設置記事を載せている。早い段階で設置さ

れたものは、その時点で記事にならない場合がある。 

 

 


